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愛知県内市町村の肝炎検査実態調査と有効な事業方針の検討 
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愛知県 保健医療局 感染症対策課 
 

研究要旨：愛知県では 2017 年度より毎年愛知県感染症対策課と研究班が協力して、市

町村が行う肝炎検査事業の実態調査を行っている。2020 年度からは、妊婦健診の状況

調査も開始した。愛知県内では肝炎ウイルス陽性者フォローアップ事業（以下フォロ

ーアップ事業）を実施する市町村が増加傾向である（2016 年度：14.8％ [8/51*]→

2023 年度：59.3％［32/54*］、*数字は市町村数）。陽性者の受診確認率に関して、B 型

肝炎は改善傾向で、C 型肝炎は依然低い（2017 年度：B 型肝炎 13.1％[18/137]・C 型

肝炎 18.0％[30/167]→2023 年度：B 型肝炎 40.5％[32/79]・C 型肝炎 20.0％

[7/35]）。妊婦健診については、市町村による検査数・陽性者数の把握から開始する段

階である。現状を理解したうえで、効率的な陽性者受診勧奨につなげる必要がある。 

名古屋市では、2019 年度からフォローアップ事業への同意取得を受検時に変更し

た。同意率は 2023 年度 B 型肝炎 75.9％（22/29）・C 型肝炎 84.2％（16/19）、受診確

認率は B型肝炎 20.7％（6/29）、C型肝炎 26.3％（5/19）で改善の余地がある。 

2022 年度より本調査の結果説明会を開催し、B 型肝炎の受診確認率改善につながっ

た。今後も説明会を定例開催し、受診確認率向上を目指す。 

A. 研究目的 
＜愛知県＞ 

愛知県では 2017 年度より、愛知県感染

症対策課と研究班が連携して、調査票によ

る市町村の肝炎対策事業の把握を開始した。 

8 回目となった 2024 年度はこれまでの成

果をふまえ、より詳細に市町村・保健所の

肝炎検査事業内容を調査し、現状の把握と

今後の課題の抽出を目的とした。 

＜名古屋市＞ 

愛知県名古屋市は、2015 年度から肝炎検

査陽性者フォローアップ事業（以下フォロ

ーアップ事業）を導入した。年間約 50 名

の陽性者が発見されるため、効率的な受診

勧奨を行う必要がある。現状を評価し、新

たな課題の確認と今後の目標を検討した。 

 

B. 研究方法 

＜愛知県＞ 

2024 年度の調査対象は、県内 54 市町村

（38 市 14 町 2 村）・12 保健所である。本

調査の目的はより効率的な肝炎検査事業の

実施であることを通知し、調査票(図 1)を

配布した。愛知県感染症対策課が調査票の

記載方法に関する説明文を作成し、より正

確な回答につながるよう配慮している。 

調査は 7～8 月に行った。前年度（2023

年度）の肝炎検査数と陽性者数・フォロー

アップ事業への同意数・受診確認数、フォ

ローアップ事業導入状況、検査受検者から

同事業への参加同意を取得するタイミング、

肝炎ウイルス陽性者への受診勧奨方法、今

後の事業方針（受診勧奨・受診確認の意

向）などについて質問した。回答は愛知県

感染症対策課へ返信してもらい、問い合わ

せ窓口は研究分担者とした。期限内に回答

のない市町村には、愛知県感染症対策課か

ら担当者に調査への協力を要請した。調査

結果を前回（2023 年施行分、データは

2022 年度）と比較し、陽性者の受診率向上
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に有効な事業内容について検討した。 

 なお 2020 年度実施の調査からは、妊婦

健診も対象に含めて把握に努めている。 

 

図 1 2024年度に配布した調査票 

 

＜名古屋市＞ 

 調査対象は特定感染症検査等事業による

肝炎無料検査受検者のうち、フォローアッ

プ事業への参加に同意した肝炎ウイルス陽

性者である。フォローアップ事業への同意

取得方法、陽性者への受診勧奨内容と精密

検査受診率を分析し、課題を検討した。 

 

C. 研究結果 

＜愛知県＞ 

当初より市町村からの調査票の返信率は

90％以上であり、2024 年度は市町村の

100％（54/54）・保健所の 100％（12/12）

から調査票が返信された。 

2023 年度、フォローアップ事業を導入し

ている市町村は全体の 59.3％（32/54）で

あった（図 2）。参加同意は、保健所(＝愛

知県)では検査受検時に取得している。市

町村が主体となってフォローアップ事業を

実施している 32 市町村では 62.5％

（20/32）が陽性判明後であった。 

 
図 2 フォローアップ事業の実施状況 

 

フォローアップ事業は未施行でも、独自

の方法を含めると全体の 88.9％（48/54）

の市町村が受診勧奨を行っていた（図 3）。 

 

図 3 受診勧奨の実施状況 

 

独自の方法も含めて受診確認をしている

市町村は徐々に増加し、66.7％（36/54）

となった（図 4）。 

 
図 4 受診確認の実施状況 
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受診確認率について、B 型肝炎は改善傾

向（2017 年度 13.1％[18/137]→2023 年度 

40.5％[32/79]）で、C 型肝炎は依然低い

（2017 年度 18.0％[30/167]→2023 年度

20.0％[7/35]）（表 1）。 

 

 
 表 1 愛知県健康増進法での受診確認率 

 

妊婦健診に関しては、過去 5 年間の検査

数が年間約 5.5 万件と、健康増進法・特定

感染症検査等事業による肝炎検査以上の規

模で行われている（図 5）。 

 

 
図 5 妊婦健診実施件数 

 

妊婦健診での陽性者把握状況は特に C 型

肝炎で十分ではなく、陽性者を把握してい

る市町村数は 2023 年度 61.1％（33/54）に

留まっている（図 6）。 

 

図 6 妊婦健診での陽性者把握状況 

 

受診勧奨を行っている市町村は 24.1％

（13/54）（図 7）、受診確認を行っている市

町村は 31.5％（17/54）である（図 8）。 

 

図 7 陽性者への受診勧奨の実施 

 

図 8 陽性者への受診確認の実施 

 

＜名古屋市＞ 

2015 年度のフォローアップ事業導入当初、

参加同意取得は、1．検査受検時：フォロ

ーアップ事業に関する書類送付への同意、

2．陽性判明時：フォローアップ事業への

参加同意、の 2 回行なわれていた。2019 年

度より受検時の同意取得 1 回に変更された。 
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名古屋市の受診確認率のデータを表 2 に

示す。受診確認率は約 20％で、十分に受診

状況を確認できていない状況である。 

 

表 2 名古屋市での受診確認率 

（特定感染症検査等事業） 

 

神奈川県川崎市・北海道札幌市のように、

医療機関への連絡による受診確認を推奨し

ているが、事業は現状維持の状態にある。 

 

D. 考察 

＜愛知県＞ 

 愛知県の肝炎検査実施状況と陽性率 

（健康増進法分）を図 9（B 型肝炎）・図 10 

（C 型肝炎）に示す。陽性率は、緩徐に低

下している。40 歳受検者の陽性率は 2023

年度 B 型肝炎 0.12％、C 型肝炎 0％であり、

B 型肝炎は 40 歳受検者においても一定数の

陽性者が発見されている。 

 

 
図 9 肝炎検査実施状況と B型肝炎陽性率 

 

 

図 10 肝炎検査実施状況と C型肝炎陽性率 

 

これまで 8 回の調査結果から、フォロー

アップ事業未導入でも独自に陽性者の受診

勧奨・受診確認を行なう市町村が増加して

いることが明らかとなった。愛知県からも

受診勧奨・受診確認を行うよう呼びかける

とともに、2022 年度から愛知県・研究班共

同主催で市町村説明会を開催し、好事例を

紹介している（図 11）。今年度は初めて現

地対面開催、意見交換（グループディスカ

ッション）も導入した。2025 年度の調査で

は、説明会の効果が判明すると予想される。 

妊婦健診に関しては、今回が 5 回目の調

査である。検査件数は健康増進法や特定感

染症検査等事業で行われる肝炎検査より多

く、まずは現状を把握する必要がある。特

に C 型肝炎に関しては、検査件数・陽性者

の把握から開始するよう、市町村に働きか

けている。同様に、受診勧奨・受診確認の

実施状況は不十分であるため、市町村に導

入を依頼する。 
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図 11 市町村対象の研修会プログラム 

 

＜名古屋市＞ 

 名古屋市の肝炎検査実施状況と陽性率

（特定感染症検査等事業）を図 12 に示す。

以前は図 9・図 10に示した愛知県（健康増

進法検査分）の陽性率と比較して高値であ

った。2023年度の検査数増加は、人間ドッ

ク受診者へ受検勧奨したためとのことで、

若年受検者の増加から陽性率の低下につな

がった可能性がある。 

 

図 12 肝炎検査実施状況（名古屋市） 

 

年間 50 名近くの陽性者をいかに専門医

療機関につなげるかが課題である。改善す

べきポイントは受診勧奨に費やす担当者の

負担を軽減することである。そのためにも

今後、委託医療機関への連絡による受診確

認を導入することが望まれる。 

 

E. 結論 

愛知県の受診確認率は、市町村向け説明

会の導入後、B 型肝炎は改善傾向であるが、

C 型肝炎は依然低い。C 型肝炎陽性者の受

診確認率改善を中心に、対策を講じる。 

 名古屋市では、2019 年度以降フォローア

ップ事業への参加同意は検査時に取得する

よう変更した。受診確認率の改善は見られ

ていないため、委託医療機関への確認を推

奨する。 

 

F. 政策提言および実務活動 

・愛知県感染症対策課と協働し、年一度、

県内 54 市町村 12 保健所の肝炎検査実施

状況・肝炎ウイルス陽性者への対応に関

する調査を施行し、助言を行う体制を導

入した。 

・2022 年度より年一度、愛知県・研究班の

共同開催で肝炎検査調査結果説明会を開

催している。 

 

G. 研究発表 

1. 発表論文 

欧文 

1) Inoue T, Tanaka Y. Current global 

applications of HBcrAg assays in the 

management of chronic hepatitis B. Glob 

Health Med. 2025; 7(1):67-71. 

2) Inoue T, Yagi S, Tanaka Y. Two concepts of 

hepatitis B core-related antigen assay: A 

highly sensitive and rapid assay or an 

effective tool for widespread screening. 

Viruses 2024; 16(6):848 

 

和文 

1) 瀬戸山 博子、榎本 大、佐藤 光明、佐々

木 嶺、磯田 広史、徳本 良雄、池上 正、

大原 正嗣、井上 貴子、井出 達也、内田 
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義人、加川 建弘、立木 佐知子、酒井 規

裕、永原 天和、戸島 洋貴、井上 淳、島

上 哲朗、飯野 勢、橋本 まさみ、川田 一

仁、末次 淳、澤田 康司、朝井 章、難波 

志穂子、遠藤 美月、米田 正人、是永 匡

紹 肝疾患診療連携拠点病院における肝炎

医療コーディネーターの現状（第 3 報） 

肝臓 66(2)54-57.2025 

2) 井上 貴子、田中 靖人 臨床検査ガイド

2025 年改訂版 5 感染症検査 B．ウイル

ス 10．B型肝炎ウイルス 2024年12月19

日発行782-790、文光堂 

 

2. 学会発表 

国際学会 

なし 

 

国内学会 

1) 井上 貴子、田中 靖人、是永 匡紹 愛知

県市町村肝炎対策事業調査から見る現状と

今後の課題 医療検査と自動化 49(4)341, 

2024. 

 

3. その他 

啓発資材 

なし 

 

啓発活動 

1) 井上 貴子 愛知県での肝炎ウイルス

検査実施状況と肝炎医療コーディネー

ターの役割 令和 6年度愛知県肝炎医

療コーディネーター養成講習会 2025

年 2月 9日 愛知県（Web開催） 

2) 井上 貴子 新規のバイオマーカー

「高感度 HBコア関連抗原」の臨床的

有用性とその活用 愛知県医師会精度

管理研修会 2025年 2月 5日 名古屋

市 

3) 井上 貴子、伊藤 博美、是永 匡紹 

愛知県肝炎対策アンケート調査から見

る現状と今後の課題 令和 6年度 愛

知県肝炎対策調査実施結果説明会 

2024 年 12月 16日 愛知県名古屋市 

4) 井上 貴子 子どもたちにも伝えた

い！教育現場で必要なウイルス性肝炎

の基礎知識～「感染対策」「肝炎の検

査・病態・治療」を中心に～ 令和 6

年度感染症予防指導者セミナー 2024

年 10月 愛知県(Web開催) 

5) 井上 貴子 肝炎の治療・B型肝炎ワク

チンに関する基礎知識 令和 6年度愛

知県肝炎医療コーディネーター養成講

習会 2024年 9月 8日 愛知県（Web

開催） 

6) 井上 貴子 ウイルス性肝炎：入門編

～検査と病気の特徴・疫学～ 令和 6

年度愛知県肝炎医療コーディネーター

養成講習会 2024年 9月 8日 愛知県

（Web開催） 

7) 井上 貴子 脂肪肝を理解しよう 令

和 6年度 市民公開講座 名古屋市立

大学病院 2024年 9月 録画開催 

8) 井上 貴子 糖尿病と肝疾患の関係

は？注意したい脂肪肝 名古屋市立大

学病院 肝疾患センター 第 1回肝臓

病教室 2024年 8月 録画開催 

9) 井上 貴子 B型肝炎～検査の見かたと

ワクチンのポイント～ 令和 6年度 

千葉県肝炎医療コーディネーター継続

研修会 2024年 8月 7日 千葉県

（Web開催） 

10) 井上 貴子 脂肪肝とアルコール性肝

疾患：新しい基礎知識 令和 6年度 

愛知県肝炎医療コーディネータースキ

ルアップ講習会 2024年 6月 10日 

愛知県（Web開催） 
 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  
なし 


